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シンチレータとは、放射線を照射した際に発光する蛍光材料であり、光検出器と組み合わせるこ

とで放射線検出器として利用できる。現在は、医療、セキュリティ、環境調査などの分野で用い

られており、実用化には放射線照射時に強い発光や速い応答速度を示す必要がある。高い発光量

を達成する一般的な方法の一つにドーパントとして Eu イオンを添加することが挙げられる。Eu

を添加したシンチレータは高い発光量を示すことが知られており、例えば、Eu添加 LiCaAlF6、CaF2

及び SrI2はそれぞれ 42000 ph/n、24000 ph/MeV、80000 ph/MeVと高い発光量を示す[1-3]。 

本研究では、Eu添加 BaO-Al2O3-P2O5ガラスの光学特性（透過率、フォトルミネセンス( PL) エ

ミッションマップ、PL量子収率、PL蛍光減衰時定数）、X線に対するシンチレーション特性（シ

ンチレーションスペクトル、シンチレーション減衰時定数）及び熱刺激蛍光特性（TSL）につい

て評価を行った。 

Fig.1 に UV照射時の 1.0%Eu添加サンプルの概観を示す。サンプルは UV照射によって発光し

ているのが確認できる。Fig. 2には無添加サンプル及び 1.0%Eu添加サンプルのシンチレーション

スぺクトルを示す。無添加サンプルでは発光が確認できなかったのに対して 1.0%Eu 添加サンプ

ルでは 570-650 nmの間にいくつかのピークが確認できた。発表当日は光物性、シンチレーション

特性について詳しく報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 Eu-doped sample under UV right.                  Fig. 2 Scintillation spectra  

of nondoped and 1.0%Eu samples. 
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